
小型漁船漁具，漁法改良試験

担当者 漁業課長田名部政春

技師富永武治

I 目的

本県における沿岸漁業のなかで 10トン未満の小型漁船の推移をみると，その経営イ本数は年々増

加の傾向を示し，特に O~3 ト γ階層漁船の伸長率が著しい。これら漁船の年間操業の実態をみる

と，西海岸沿岸のヤリイカ棒受網漁業， .港経i海峡におけるマグロ流豹漁業等，時期的にはかなり

有望な漁業も見受けられるが，総体的には適種，適正な漁業が少く，又一部には豊富に米砕する有

用資源の効率的手i問もなされていない。とれら小型漁船の漁業振興を図るためには，先進地の優れ

た漁具漁法を地域にマッチした形で導入し，企業化を促進して生産所得の増強を図るととが望まれ

ている。このため県では沿岸漁業権造改善事業の推進と相倹って， この趣旨にそい，小型漁船の漁

具，漁法改良試験を取上げ， イワ乙/，アジ，サパを対象とした浮敷網漁業試験及び高級魚を対象と

したプリ，マグロの流網漁業試検を実施し，沿岸漁業の発J漫に資するため実砲した。

①浮敷網漁業試験
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1. 試験項目および方法

当初の計画では 7 トン級の小型船を傭船し，実施する計画ーであったが，諸種の都合により試

験船端鴎丸(3日トシ)で行った。試験項目は漁具漁法試験とし，附情的な漁場調査も行うこ

とhした。

試技船 瑞島高丸 3 0.4 2トン 焼玉 90馬力

li 乗組員 船長以下 9名

111 調査員 4名

IV 調査期間 自昭和 39年7月日日 至昭和 39年8ij 2 9日

V 調査海域 本県日本海沿岸

vi 漁 兵 浮敷網 1ケ

(日IJ図参照)

vii装備
発電機

魚探

水中集魚灯

D 0 7. 5 K W D C 1 K W 

F-812型口，..... 1， 0 0 0 Iil 

S型反射式水中灯 1， 0 0 0 W 2ケ

(日本海洋電器製)
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Z 試験経過

7月1日，浮敷網漁具が仕上り，直ちに本試験実施の運びとなったが，新規者案の漁業で，全

員未経験者ばかりであったので， 7月4日，鯵ケ沢前沖において網成り状況の繍察及び操業方法

の実習を行い，本試i検に備えた。

7}j8日，第 1回の試験以来 8月28日まで総計 14回の操業を行ったが，漁獲は全く不振に

終った。多少でも漁獲出来たのは 5回だけで，他は魚探反応があっても表層まで浮上しなかった

り，全く魚探反応もみられなかったりで，予期した成果をあげることが出来なかった。日本海側

は和船中着をはじめとし，各漁業とも不振であったので，太平洋八戸近海で?月以降実施の予定

であったが，ヱピ籍網漁業試験の関係で中止の止むなきに至った。

3. 試験結果及び考察

(1) 漁傍試験

操業回数 14回中，漁:痩のあったのは 5回だけで，その内訳、はマイワν1 1 KSJ，カタクチイ

ワν30 KS'，クルメイワ ν35 K"，サパ 30 K9， ソクダカツオ 2K9合計 10 8 K9で，全く不振
に終った。

この原因として，先づ第 1に来噂群の稀薄さをあげることが出来る。本年度北部日本海にお

ける海況は， 7月以降秋田県ヌ品崎沖合の冷水域が異常に発達し，東儒接岸した』め，以北海

域における暖水域が沖合まで拡延され単調な水塊分布となった。このため来噂群の北上が充分で

でなく，魚群も集約きれなかったものと推定される。

(2) 漁具漁法試験

A 漁具について

i 前垂部は横縫横目使用に改め，反数は出来るだけ多目にし，楊網特に磨町 l::.j~干接抵t'0双山ら

ないように設計すべきである。そのため縄地の斜断は半呂落し程度が適当と考えられる。

ii 敷網部沖側及び魚捕部網地は 2日節より網目の網地を使用することが望しい。カタクチ
イワジは殆んど網目より逸脱した。

B 漁法について

l 網口を広げるため船首尾より張出棒(7.5 mもの)を約 6m出しているが， 3 0トン級

漁船ではや』開き過ぎのきらいがあり，前垂網揚縄時に大きな低抗を感じた。張出棒は適

当に船型によって調整の必要がある。また揚縄時の力加減からみて，本漁業は 10トγ以

下の小型船が最も適しているものと判断される。

ii 操業に当って 1~2 トンの着火船を曳船として一時使用してみたが， 30 トン'綾漁船を

自在に曳あでするととは困難で瑞鴎丸で伏投錨操業を行ったが， 操業の円滑化を凶るために

は曳船を使用すべきである。この意味でも絹船は 10トン以下の漁船が適当であろう。

。漁場調査について
l 漁船規模，海洋条件よりみて操業漁場水深 10臼国以浅海域となり，権現崎以南海域で

では大陸棚面積が狭く，漁場は必然的に沿岸域に嬬重する。

ii 権現崎以北では海流が早<，本漁業には不向きであるが，漁場!百億は極めて高い。
111 .作崎以南海域では沿岸域において好漁場が形成され易いが，以北海域では浅群接岸の

期待は少いものと思われる。

IV 本漁業は沼滋魚を対象としているので，魚群の来縁状況により，その漁獲は大きく支配

される。
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ifH和 39年度 浮敷網漁業試験調査表

三、理 2 5 4 5 ι 

7. 8 7. 8 7. 1 1 7. 1 1 7. 1 2 7. 22 

漁 t気 場 鯵ケ沢NlNll' 持参ケ沢N10' 鯵ケ沢崎{s6' 均現崎 W7'高山WNW4'須後崎NW6'

場 水 深 60M 100M 75M 110M 55M 80M 

天 候 。 。 。 。 C 。
気 ;I@.向・風力 E 2 E 2 日 2 E 3 E 2 S 5 

象
う司 圧 992 996 1 00 6 1 004 1 0 1 6 1 0 1 0 

「甥水温 19.8"0 19.8 1 9.9 21.4 22.4 
海

象
;史浪・クネリ 3. 3 3. 3 2. 2 2. 1 2 

涜 rPJ 速 N 

投 縄 時 分 01.20 21.00 

揚 F司 時 分 02.0 0 21.45 

集)~~ 時 問 20.00-21. 00 21.15-21. 50 18.00-1920 21.20-22.00 0120-口2∞ 20.30-215日
士T 1t 状 況 な し tr し な し な し あ り 良好
間一一一』
魚 i羊 濃 淡|魚探反応あり な し 魚探反応あり な し 軍巧F度 反応多し
カタクチイワヰノ 5日

lt サ ノ〈 1 0 
魚 トー

種
ヴルメイワν 1 0 

別 rt羽マイワ乙/ 1 0尾

漁 !J、ヵ ツ オ
獲

量

(Kg) 

No. 5の操業 権現崎西方 魚体が小さ 白魚の集魚

記
結果より魚 和船巾着網 く網目より も多かった。

探反応はカ イカ一本学l逸脱するも

タクチイワ の操業船多 の及び目掛

νと推定さ し。 がするもの

れる。 iJ;多い。

事
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7 8 ? 10 11 12 】 14 

7.22. 23 7. 26 7. 26 7. 29 7. 30 8. 1 8 8. 28 8. 28 

須後崎NW6'須後ili奇Nw5' .作崎S4' 松神 W5' JliI作崎 S4' 鯵ケ沢N/W4' 須後崎南ffY5'須後崎刑何10'

80M 85M 92M 110M 85M 53M 

。 b b b 。 。 b b 

S 4 E 1 E 1 B 1 E 1 E 3 E 1 E 2 

1 008 1 0 1 3 1 0 1 3 1 007 '1 007 1 0 09 1 0 1 1 1 0 1 1 

22.6 23.4 23.6 25.4 
:6?斗 26.1 

5 1 ;パN 

23.4 0 22.3口 o 3..3 0 I 2 1. 0 0 

23.20 I 04.10 121.35 

23DO~0150 11暗部日分 11時閣10分 1時間4日分 2時司2日分 |1欄 45分 ?ζ し な し

良好 !なし 悪 し な し な し な し 」な し な し

反応多し !反応機 反応淡 反応淡 なし i反応濃 なし な し

7 

20 

25 

1 0 

7尾

透明度慈く 水色不良 !魚、探には獲群 魚探反応を 左に同じ

灯付不良 の反応が認め 求めて航走

られたが，魚 したが魚影

群は 10血以 全くなく集

浅に浮上せず， 魚灯を使用

操業したけれ しなかった。

ど漁獲は皆無。

出来なかった。一|
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②プリ流網漁業試験
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1. 試験の項目及び方法

i 試験船(傭船)第三寿丸(2.7 9雪 ヤンマ-D161P)
11 乗組員 船長以下 2名

111 調査員 富永技師外 2名

IV 調育期間 自嗣和 39年 6月15日 島周年 7月30日

V 調査海域 本県日本海沿岸

VI 漁 具 プリ流網 16抱(別閣参照)

ま出演の経過及び概要

6月 15日発注漁具の到着を見たの・で直ちに傭船の手続きを行い，翌 16日より諸準備を行い

6月 19臼鯵ケ沢前神(N N E 5漣)水深 3D!且に第 1回目の投網(夜i流)を行った。比の頃よ

り昼間マグロのナムラが随所にみられており J 9::{¥-ntも考えられたが一応夜流を実施し 3.1Kの7

グロ 1尾を漁獲した。 23日は昼間出漁し，ナムラの白煙泳方向を見て投網を行なったが;魚群は網

を避けて泳泳し全〈羅網せず昼流は魚核として〆ド適当な事が判明した。

文 25日には昼間ナムラの見られた侭所へj底五1]網として投約して見たが漁獲は小スス・キ 1尾，星

サメ 2尾の漁獲よりな〈この漁法も不成功に終ったっ以仁の漁法試験の結果より見て漁法として

は薄暮投網する事が一番適当な漁法と思われたので以来この漁J去を行し、 29日には大マグロ 14 

尾(3 9 8 K )の大量の水揚を見た。

3. 結果の概要

調査期間45日明中出漁回数は 20回で魚種別漁獲数量は，メジマグロ 1e i~ 4 O. 1 K (平均

2.5 K )大マグロ 25尾 62 6.8 K (平均 25. 0 K )マ 22尾5O. 2 K (平均2.3 K )の良好

な成績を収めた。

7月に入り当業者!閣由において非常に注目され着業する業者が増加し 7月下旬には 8隻の着業船が

見られ一長躍雇今f後愛の小型漁漁、船の漁業として有望望4視されるに至つ/之ヒ。 i漁告呉漁7法土につし、ての 2ム， 3の知

見を記すと漁具は本年度試験せる流網令;ばt

に弱く破網している偲j所努が多Lい、、。目合も叉 3.6寸( 1 0.9起縄車)3.8寸(1 1.5樋)では小さく感

じられるので今後これれ，等の魚種を対象とした適正漁具としては， アミラジ 210D/15本(-"，20

本，日合は 5.5寸(1 6.7纏)，....， 6. 5す(1 9.7纏)程度のものが適当と思われる掛目は 50自

掛に据網(綿又はクνハロン網，サラン綱)1 5月湿度編き足す事で良いとぷう。漁法としては

漁具 20反位を装備し 5人乗りにして薄暮 1回と薄明時 1回計 2回投網するととが望ましい。



ふり流網仕様書

縄地 アミクン 21OD/9本ウスマミ 10.9轡(3.6 )'" 1 1.5纏(3.8寸)7 5e治手口問印 (75m)

縁網 1 5本半目 2 1本半白口編 15本半目片耳 12本 1目

据絹 綿網5号9.0梅(3す目)1 5目(カツチ染)

浮子婦 マニラ 2X3 附腐鞄 20 9-付左右各 1本

浮子 日本海マス流綱用合成浮子一反に 23枚

浮子柵 マニラ 2X 3 附魔染 20 9-付左右各 1本

沈子 鉛足 10号 1反に 15ケ

吊 糸 タレモナ 2日号(浮子の南端から吊る長き 27縄(9寸)

目通し クレモナ 15号

縮結 内害!J 4割 5分

¥ 
I¥X 
;氏〉くX>え〉え

網

x 偏綱
× 

約締

7 5目掛

5号 5す

~ー ?尺(2.71且) ____./ 
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プ 1)流網漁薬試験再局査表

第 1次換業 第 2 次 f犠 業 第 5 次
一一唱ー 一一一晶←一一

用臼 6月19日-6月20日 6月23日 i1Jら6月25E1ω6月

t 手「プ証j空主ふ空7::: |ド漁場水漁 犠鯵ケ沢 NNR NNT唱弁天E

深 130rn 「 27r且 116

主再17ふpi

!竺沢山唯
30r且

前沖

5rn 

そ禿，

空11」一一一i二-------三工斗1 工
;武!巧 .jifi)，カ

象 波浪・ウネリ

象 色

向速 | …十コ
投網時分

投網方向

揚網時分

権綱方向

擢網状況宝

目合 551]

使用反数

プ リ

魚
マ グロ

1尾
種 (3_ 1K9) 

別漁 屋ヂメ
一一一トーー

獲
トー一一

最
ス ズキ

1 0 cm前後のスノレメ

記
イカ 2..--3尾7浮泳

事

。
同
羽
生

|

一 一一
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第 5次操業| 第 6次操業 |第 7次操業|第 8次操業!第?次操業!第 10次操業

叶 30日 I 7尽 1日 I7尽 5日 I7月 5日 I7月 8臼 I7月10日
1 I 2 

鯵ケ沢NNE8漣 鯵ケ沢~NE 8'tÆ I鯵ケ沢NNE6&: 憎秒沢NNE4浬 |鯵ケ沢NNE5浬

27m 27m I 33血 2 4沼30r且 37.5rn 25皿

F、
u R 。-R 。

ト一一一一¥

吉三計;三子じ主:土
ト-j-下司寸一 I NNE I WS iV I 

b G 

SV干・ 3 E・2B・2

2・2 2・5

1 9.0。 1 8.7 0 

SW SW 

nu 
nu 
ヲヘ
u
n
，ι
 

h0:22.00 12卦主。

l司

1 8.4 0 19.00 

21. OO~22.0。 !205hど竺ード250:2550122001

Jq鼎科吐

19.00 19.1 0 

B w 

5尾|

ー斗
1尾

ナムラ全々見

られず。

ナムラ多くもワネリ

高く汐光あり魚

群近ずけなかっ

た。 隣近操業船 1隻

漁獲プリ 5尾

漁獲プ7
3 5.5KS{ 15尾)

ナムラ多し。

マグロの魚体

23D 
21.0 
112βK? 

2之O
( 5尾)

22.0 
24.0 
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ム二Z勾

第 1 1次操業 第 12次操業 第 1 3次操業 第 1 4次操業

月日 7月 11日 nj 12日 7月15臼 7ば17日
…一一

回数 1 

漁漁 場鯵ケ沢 NNE; 姐 L 議参ケ沢 J~ 1"，sF 2品 i鯵ケ沢 NNR 6{塁|鯵ケ沢 NNE 6狸

場水 深 27~n I 28.5沼 27.5皿 27.5I且

I天渓 C~R 上L一 つ C i C ‘1島 a昇rτ一fー
ぷi匂・ j盈l力 呂、dN・5 有・ 5 N・2 I E・2

象波浪・クネリ 5・2 2‘2 2・2 I 2・2

海表面水海 19.00 

士 l|流向速 寸!一一 8N 

ム網時分 1 1 1900 | 
投網方向 I 3W 

揚網時分

羅綱方向

一一
羅網状況11
日合別

使用反数 B反 8Rz i 8E( i d'R 8jx I 8反 自反 づ皮

プリ

島マグロ 1j1(理8.3一1¥.9)四 1(尾叫)

獲
スズキ

ゴ
ナムラな〈も， 場処 1ナムラ多し。 他船の状況(7隻)

記 り良好。 i ① "1.:/42尾(唱伊
I2)メイジ 5尾( " ) 
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附近操業船5隻 t:I3近操業船 5隻 的近操業給 5~堅
①マグロ 95 K9( 4尾) ①マグロ 31言 ②メイジマグロ1stif. ③メイジ 4尾( " ) 
③マグロ 6 5K9( 2尾)1 (2S1¥9前後) ⑨メイジマグロ 2尾 ④メイジ 尾( " ) 

③皆無 マグロ 8;乏 {也皆無

事 ( 4K~前後) I ! 0/-;>，グロ グ

| … 1尾(2K9 

⑦皆無



次操業 第 16次操業 第 17次操業

8日 7}j 1 9け 7}-j20日

T 

一N一日一一曜一←J一惨ケ一 iJ~NNE3昼 |穆ケ仲間6法
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